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子育て支援事業（障害をもつ子どもの保護者向け研修会） 

～ 障害をもつ子どもの進路について ～ 

日 時：２０２０年８月８日（土）１０時～１２時 

会 場：旭区在宅サービスセンター 

参加者：保護者６名、講師４組（５名） 

中学校生活はどんな感じ？ 中学校卒業後はどんな進路があるの？ 受験は？ 高校卒

業後の進路は？ 就学相談会で多くの保護者が就学に対する相談をされましたが、小学校

入学後も、保護者の悩みは尽きません。今回は、高校生や社会人の当事者とその保護者

に体験談を語っていただきました。コロナの影響もあり、少人数での開催となりました

が、子ども自身の思いや高校受験の体験も聞くことができ、参加者それぞれの疑問を伝

えあったり、思いを聞きあったりすることもでき、充実した時間になりました。 

＜参加者の感想から＞ 

 進学（就労）についての感想が聞けてとても勉強になりました。自立訓練事業の施設の

存在も知らなかったので新しい情報でした。高校も支援学校と自立支援コースしか考え

ていなかったですが、他もあることを知りました。面接の情報も知らなかったので、聞

けて良かったです。いろいろな選択肢があり、本人と親とでしっかりと見学して、本人

の意志も確認して決めていく大切さを改めて感じました。 

 たくさんの選択肢があることがわかり、未来が楽しみになりました。子どもの未来のた

めに親ができることは何があるかずっと考えていますが、いろんな方のお話を聞いて、

選択肢をたくさん用意することが大事だと感じました。 

 小学校に入ったばかりでまだまだ先の話かと思っていましたが、色々な経験や選択があ

るんだと安心。その子その子で良いんだと改めて確認することができてとても良かった 

です。自身の話も聞いていただけて、自分の中でも整理ができました。やっぱり同じ（皆、

全く同じではないですが）ような悩み…だけじゃないですね、楽しかったことや成長を

共有する場があるのはありがたいです。 
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 ４組の体験談を聴けて、それぞれが悩み、それでも自分た

ちのしたいことを選んで前進されている様子を聴けて嬉

しくなりました。障害はあっても、選択はできると気持ち

は明るくなりました。あまり気負いすぎず、明るく楽しく

生きていくことも大切ですね。 

 進路のことで不安が大きくあったのですが、今回、お話を

聞けて、少しホッとしました。今後の参考にさせていただ

きたいと思います。 

 今日は、経験のある方々のお話を聞くことができ、貴重な

時間でした。「自立」するため、大きくはここですが、そ

れまでのプロセスは、本当に一つ一つ小さく、でも大事な

ことばかりで悩むことがたくさんです。ほうぷの職員の方々や学校の先生と相談させて

いただきながら、彼がよりよい人生を歩んでいけるように支えていきたいと思います。 

 

コロナ禍のいま 

８月、恒例の「浴衣を着てお祭りに行こう」は、千林祭りが中止され、老人クラブの方々

に着付けをお願いすることも難しく、中止しました。秋の恒例のキャンプも中止です。お

祭り大好きな子どもにとってはイベントがなくなるのはとても寂しいことです。放課後等

デイサービスでは、外出イベントも、こども ILPのしごと体験や今年予定していた「衣」

をテーマにした千林商店街ショッピングも中止しました。子どもたちが体験を広げる機会

や、地域のさまざまな方々と関わる機会が奪われています。 

また、ブックスタートや子ども相談などの活動からは、子育て中の保護者の方々が孤立

している様子が見えてきます。相談支援事業からも、子育て世帯の孤立や、社会や大人の

ストレスを敏感に感じ取って不安を抱える子どもと出会います。 

新しい生活様式などと言われるようになりましたが、複雑な気持ちです。何とかしたい

けれど、どうにもならないジレンマの中であがいています。目の前の子どもや家族に、今

できることをする、それを精一杯にやっていくしかないのだと思います。自分の無力さを

自覚しながら、仲間の大切さを感じながら、日々やっていくしかないのでしょう。辛い状

況にある子どもや家族が、どうかどうかこの時期を切り抜けていくことができますように。

今日という日を大切に、こどもと家族、地域の方々に向きあっていきます。 

        （地域生活サポートネットほうぷ 向井裕子） 

 

８月、夏のイベントが軒並み中止になる中、子どもたちに夏の楽しみを

体験してほしいと思い、「ほうぷ縁日」をしました。室内をいくつかのブー

スに分けて、小さな夏祭りを開催しました。１０月は、淀川河川敷まで行

って、ボール遊びや竹とんぼ、虫取りなどをして遊びました。ハロウィン

淀川で虫取り 
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パーティーもしました。ほうぷ全体をお化け屋敷のような一つのアトラクションに見立て

て楽しみました。１１月、久しぶりに公共機関を利用して万博公園まで行きました。やっ

ぱり子どもたちは大喜びでした。 

 １０月に自己評価と保護者満足度アンケートを実施しました。結果を掲載します。また、

事業所内研修として、法人社員を講師に応用行動分析学の学習会を毎月一回行い、感染症

対策の職員間での研修会も実施して嘔吐物処理の一連の行程を確認しました。 

 

８月から１１月の土曜日は毎月、創作活動、グループワーク、音楽会を開催しました。

音楽会は、コロナ禍で長らくお休みだった武庫川女子大学の音楽療法専攻の学生さんたち

が来てくれました。子どもたちは、学生さんたちと一緒にリズム遊びをしたり、音楽ゲー

ムをしたり、楽器を鳴らしたりして、音楽の時間を楽しみました。グループワークは、大

きな輪になって順番に、秋から連想するもの、秋にやりたいこと、ハロウィンといえばこ

の仮装などをテーマに、写真を選んで発表しました。創作活動は、縁日の看板づくり、サ

ングラス作り、粘土をしたり、段ボール箱で玉入れを作ってみんなで玉入れをしたりしま

した。ハロウィンに向けて仮装マスクも作りました。 

１０月に、中学３年生のワタシ×ミライワークショップを開催しました。3 か所の放課

後等デイサービスを利用している生徒さんですが、各事業所の職員の方々、相談支援事業

所や中学校の先生方も来てくださり、にぎやかなワークショップになりました。ただ、７

月の開催時と同様、コロナ対策で大きな輪になってのワークショップでは、ざっくばらん

に意見交換していただくことがなかなか難しく、悩みどころです。 

 

            音楽♪                ﾜﾀｼ×ﾐﾗｲ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 

 

 

                        

グループワーク                   創作活動 

 

 

８月の短い夏休みと土曜日にはクッキングをしました。感染症対策をして、少人数で

順番に調理をしました。配膳は職員がして、ほうぷ全体に分散して座り、透明な仕切りを

間において食べました。グラタン、ビビンバ、焼きそば、うどん、餃子、かつ丼、ミート

スパゲティ、チャーハン等など、いろんなメニューを作りました。マシュマロトースト、

月見団子、ホットケーキなど、おやつ作りにもチャレンジしました。 

 

 

 

 

 

 

食 

学 
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ほうぷ縁日 

日 時：２０２０年８月８日（土）１４：00～1５：００ 参加者：こども１０名 

手作りの縁日を開催しました。スーパーボールすくい、的あて、輪投げ、たこせん等、いろ

んなコーナーをほうぷの中に作りました。的あてや輪投げは創作活動で作りました。浴衣や甚

平を着て夏祭りの気分で、最後に盆踊り。ひと時の夏の楽しみでした。 

 

 

 

 

ハロウィンパーティー 

日 時：２０２０年１０月３１日（土）１４：00～1５：００ 

参加者：こども１０名、ボランティア６名 

ハロウィンパーティーも手作り感満載。クモの巣廊下や落ち

てくるオバケ、シューティングゲーム。お化け屋敷をイメージ

しましたが、障害物競走のような内容になりました。最後にビ

ンゴゲームをして、こどもたちは嬉しそうに賞品を選びました。 

＜ボランティアの感想から＞ 

・今日のハロウィンパーティーは、すごく豪華だったなと思い

ました。子ども達も楽しかったみたいで何度もチャレンジし 

ていて良かったなと思いました。 

・久しぶりにほうぷの活動に参加したのですが、子どもたちのアグ

レッシブさについていくのが大変でした。ハロウィンパーティー

もみんな楽しんでくれて良かったと思います。口数の少ない子と

もたくさんコミュニケーションをとれるようがんばりたいです。 

万博記念公園へ遠足 

日 時：２０２０年１１月７日（土）１０：00～1６：００ 

参加者：こども８名、ボランティア４名 

地下鉄、モノレールを乗り継いで万博公園に行きました。公共交通

機関では分散して乗り込みおしゃべりをしないようにする、お昼ご飯

は外で分散してとるなど、感染対策の検討を重ねて実施しました。太

陽の広場、民族学博物館などを楽しんで帰ってきました。 

＜ボランティアの感想から＞ 

・久しぶりのほうぷ、楽しかったです。ありがとうございま

した。今回はＡくんの担当で、初対面だったのですが、帰

るときに「今日一日楽しかった」と言っていたので良かっ

たです。電車がとても好きだったので、これからも電車に

遊 
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乗るイベントが増えていけばいいなと思いました。 

・今日は、Ｂくんの担当をしました。歩きたくなかったのか分かりません

がエレベーターに乗りたがっていました。万博記念公園に着いてからは

道でどんぐりを拾ったり、公園で走ったりして遊んだりと楽しんでいた

印象でした。帰り道は疲れていた様子でした。僕自身も普段、公園には

行かないのでいっしょに楽しめて良かったです。 

 

～事業所自己評価～ 
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～保護者アンケート～ 

➢ 学童保育、いきいき教室に通うのがストレスだった子が「毎日ほうぷさんがいい！早く迎

えにこないで！」と言う程、楽しく安心して通えている事に、本当にうれしく思うと共に、

心おだやかに親が救われています。 

➢ ①～⑳どの項目もとても重要な内容だと思います。満足度⑥⑨⑫⑮を「満足」にした理由

はまだ取り組んでいない活動の為です。他の項目はおおいに満足とさせて頂きました。色

んな活動、取り組みをされており、何より子どもが通うのを楽しみにしていることが嬉し

く思います。まだ体力のない我が子は何より下校時が心配でいつも気になっています。し

かし、学校の登下校はとても大切に考えており、ランドセルを背合い、時には傘をさし歩

くのも良い経験と思っています。また、長期休み等などの対応もありがとうございます。 

➢ ⑫の内容のように、まだ不明な点もありますが、年齢の高い方たちの利用が多いデイはあ

まり見ないので、ほうぷさんの対応に皆さん満足されているのではないでしょうか。 

➢ 学校や他のデイサービスとも連携をとってもらって助かっています。将来に向けた勉強会

や情報共有などを定期的に実施していただければ助かります。 

➢ ｢いつも保護者からの意見、聞きすぎやで～」と思うほどで、よく対応していただいてま

す。毎回会報に目を通すたび「お～、こんなことにも取り組みはるん？」と驚いています。 

保護者の皆様からのコメント(抜粋) 
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アンケート集計  
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新型コロナ感染症の拡大がなかなか収まりません。ウイルスの侵入を防ぐにも

限界があります。子どもたちに「密になるな」ということも無理な話です。手洗

い、マスクの着用、換気や消毒を行うなど手立ては限られていますが、できるこ

とをやっていきます。皆さん、お身体に気をつけてお過ごしください。 

●地域活動報告● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 ２日(水) 

９月 ４日(金) 

９月１５日(火) 

９月１６日(水) 

１０月 ２日(金) 

１０月１９日(水) 

１０月２１日(水) 

１１月１０日(火) 

 

旭区地域自立支援協議会 こども部会定例会 

旭区子育て支援関係機関会議「あさひの輪」定例会 

清水子育て支援ボランティアグループ定例会 

旭区地域自立支援協議会定例会 

旭区子育て安心ネットワーク定例会 

旭区地域自立支援協議会 事業所連絡会（児童） 

旭区地域自立支援協議会 相談部会定例会 

ブックスタート開催（４組参加）   ⇒ ⇒ ⇒ 

 


